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特集●若者の精神保健・1

若者の精神的退却現象 大阪大学大学院医学系研究科精神医学教室教授，大阪大学保健センター教授 井上 洋一

ひきこもりと不登校 爽風会佐々木病院診療部長 斎藤 環

若者と貧困〜経済状況 同志社大学経済学部経済学研究科教授 橘木 俊詔

若者と貧困〜就労の現状から 独立行政法人労働政策研究・研修機構人材育成部門統括研究員 小杉 礼子

若者に見られやすい精神障害 大分大学医学部付属病院小児科こどもメンタルクリニック 清田 晃生

新型うつ病 防衛医科大学校病院長 野村総一郎

新入社員のメンタルヘルス 順天堂大学医学部総合診療科准教授 福田 洋

やせ願望と摂食障害 大阪市立大学大学院医学研究科神経精神医学教授 切池 信夫

●視点

駐在保健婦の聞き書きから見えてきたこと 歴史・民族学者 木村 哲也

●活動レポート

東北大学大学院医学系研究科による東日本大震災被災者支援の試み─地域保健支援センターの活動
東北大学大学院医学系研究科地域保健支援センター 中原 篤史・他
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久しぶりに特集で「結核」を取り上げさせていただきまし

た．DOTS (Directly Observed Therapy, Short-

course)やコホート検討会はすっかり定着し，発見患者に

対する治療の徹底は確実に進んでいます．加藤氏が指摘

されているように，結核医療が脆弱化してきています．国レ

ベルの支援策の強化も求められています．

一方，地域により状況に大きな違いが出てきています．

北海道，和歌山県，長崎県のご報告をいただきました．

長崎は，離島と複雑な地形のところがあり，患者も不便を

強いられているだけではなく，結核病床稼働率が低く，医

療機関も苦しい状況にあるとのことです．大都市部につい

ては，東京都，神戸市にご報告をいただきました．外国人

やホームレスなどの生活困窮者の難しい課題への対応が

求められてきているとのことです．

ところで，近年の結核に関わる大きな技術革新として，

結核感染診断があります．検査で明らかになった感染者に

どう対応するのかが，今後の検討課題となっています．こ

の点を原田氏，伊藤氏にご解説いただきました．2000 年

に結核対策の視察でニューヨークのハーレム病院を訪れた

時に，すでにLTBI(潜在性結核感染症)の治療を積極的

に行っていることに驚きましたが，米国は特異な存在である

ことを知り，得心いたしました．大阪では，全国一罹患率

の高い西成区の結核を特区構想のもとで一気に解決できな

いか，検討が進められています．しかし，結核医療の前

提となる初期医療の充実からはじめる必要があり，前途多

難と考えています． (高鳥毛敏雄)
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多田羅浩三 財団法人日本公衆衛生協会

会長，大阪大学名誉教授
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阿彦 忠之 山形県健康福祉部次長・山

形県衛生研究所長

高鳥毛敏雄 関西大学社会安全学部教授

成田 友代 東京都福祉保健局医療政策

部担当部長

西田 茂樹 福島県会津保健福祉事務所長
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